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Factors increasing nursing students’ satisfaction with practical 
training in the perioperative period, 
with a focus on the relationship between training situations and the 














　To clarify the levels of satisfaction of nursing students with perioperative practical training and the factors 
influencing these levels, we conducted an anonymous self-questionnaire survey of 83 nursing students who had 
participated in perioperative practical training. The survey included questions about training situations, levels of 
satisfaction with the training, and evaluation of the training and teaching system. Analysis of the impacts of the 
perioperative practical training on the students’ learning showed that students who had observed the surgery 
through to completion showed significantly greater interest in operating room nursing, and that nurses’ guidance 
in open surgery was evaluated significantly more highly than their guidance in endoscopic surgery. Deepening 
of learning by observing surgery, receiving teachers’ guidance, and receiving guidance from nurses during 
surgery affected the students’ levels of satisfaction with perioperative practical training.
　To increase these levels of satisfaction, continuing surgical nursing education by teachers and nurses is needed. 
Before surgery, we need to improve students’ preparation for training by prior learning; during surgery, we 
need to tell students the progress of the ongoing surgery and the roles of nurses as needed. In addition, practical 
experience in nursing skills enables students to deepen their understanding of surgical nursing. These factors will 
increase the satisfaction levels of nursing students. 
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62 16 1 0 0
（78.4） （20.3） （1.3） （0.0） （0.0）
見学して学びが深まった
65 14 0 0 0
（82.3） （17.7） （0.0） （0.0） （0.0）
手術室看護に興味がある
28 29 10 11 1





45 20 12 2 0
（57.0） （25.3） （15.2） （2.5） （0.0）
看護師の術前オリエンテー
ションは役立った
53 24 1 1 0
（67.1） （30.3） （1.3） （1.3） （0.0）
手術中の看護師の指導は 
適切だった
65 12 1 1 0




































手術室実習満足度 4.82 4.59 1.74
学びの深まり 4.85 4.71 1.22







教員の指導 4.37 4.37 0.00
看護師の術前オリエンテーション 4.65 4.60 －0.39
































































手術実習満足度 ― .314 ** .182 .285 * .034 .421 **
学びの深まり ― .161 .178 .043 -.032
手術室看護への興味 ― .112 .060 .047




全体 手術中の看護実践経験 実習対象患者の術式 手術見学時間
経験なし 経験あり 切開手術 鏡視下手術 途中退室 最後まで見学　　
β β β β β β β
説明変数
　学びの深まり .228* .154 .417* .343** .132 .922** .093
　手術室看護への興味 .095 .080 -.054 .169 .049 -.031 .095
　教員の指導 .230* .404** -.040 .322** .174 .040 .244*
　術前オリエンテーション -.011 .026 .141 -.018 .047 .159 .019
　手術中の看護師の指導 .405** .404** .734** .180 .442 -.374 .496**
Ｒ２ .347** .426** .447** .506** .278 .771** .329**
基準変数：手術室実習満足度　*ｐ＜.05，**ｐ＜.01
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６ ．自由記述内容からみた手術室実習での学
びの内容
　手術室実習についての自由記述内容からは、
手術室看護師への役割の気付き（「手術看護
は常に先を見据えて行わなくてはいけない」
「患者の気持ちや不安をきちんと考えてい
る」）、自身の手術室イメージの変化（「思っ
ていたほど重々しく緊迫している雰囲気では
なかった」「音楽が流れたりしてリラックス
できる雰囲気だった」）、多職種連携の重要性
への気付き（「チームで連携し声を掛け合う
ことが大切」「各職種が自分の役割に責任を
持つことが重要」）、清潔で安全な手術室環境
保持の必要性の再認識（「清潔・不潔の区分
けが徹底されていた」「患者の安全安楽が守
られている」）などの意見がみられた。
Ⅳ　考察
１ ．実習状況別にみた看護学生の手術室実習
への評価
　手術室実習は、周手術期看護を学ぶ上で欠
かせない手術を受ける患者の理解や、手術中、
手術直後の看護の理解、また手術室の環境や
各職種の役割、連携を学ぶ重要な場となって
いる。今回の調査では実習に対する満足感お
よび実習による学びの深まりを感じている学
生の割合は高く、また実習満足度には実習状
況や看護師・教員の指導が深く関連している
ことが明らかになった。
　実習状況別の分析では、手術終了まで見学
できた学生の興味は有意に高かった。その要
因として、患者の手術室入室から病棟への帰
室までの一連の流れを見学することで手術室
看護師の動きや役割を知り、達成感を感じら
れたのではないかと考えられる。手術室実習
の達成感には学生の実習時間の長さが関連す
る９）ことから、手術室実習においては、可
能な限り手術室入室から帰室までを継続して
見学できるように教員と看護師間で調整して
対象患者を選定することが必要である。また、
学生の体調不良による見学中止を回避できる
よう、体調管理についての指導も重要である。
　術式別の分析において、切開群が鏡視下手
術群に比較して看護師の指導に対し肯定的な
評価を示した背景には、鏡視下手術が直接術
野を確認できないことなどから、手術を初め
て見学する学生には理解が難しかったことが
推測される。鏡視下手術においては、拡大鏡
で術野の映像を認知するのは初学者には難し
く、内視鏡の操作により臓器を捉える角度や
方向が変わることで映像上において解剖図の
理解を困難にしている10）ことが報告されて
いる。また学生の実習満足度は受け持ち患者
の疾患が理解しやすいことも影響11）すると
言われており、学生は鏡視下手術において、
看護師の指導により患者の状態を理解する難
しさを感じていたと言える。鏡視下手術の件
数は年々増加していることから、今後は実習
対象として鏡視下手術を受ける患者の増加が
予測される。学生が適時に必要な指導を受け
られるよう、看護師の指導内容について今後
検討する必要がある。また学生側の背景とし
て、対象患者が決定するのが実習前日など直
前であることも多く、対象患者の疾患や術式、
看護の展開を十分に学習するには時間が不足
している現状がある。また、個々の学生の実
習対象患者の診療科が多岐にわたることや、
実習施設が複数あることから、患者一人ひと
りに合わせて事前学習を課すことが難しい。
可能な限り鏡視下手術についての実習前の事
前学習を充実させることや、看護師からの術
前オリエンテーションで手術室を見学する機
会を活用することで、実習に臨む準備状態を
高める工夫が必要である。
　教員の指導への評価が実習状況によって差
がみられないことは、Ａ大学の手術室実習の
体制に関係があると考えられる。手術室実習
は病棟における実習とは異なり、原則として
教員は学生に同行することがなく、手術室で
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行われる看護の実際を学べるように調整、指
導するのは主に手術室看護師である。そのた
め、教員への評価には大きな影響を及ぼさな
かったと推測される。
　自由記述の内容からは、手術室看護師の役
割に対する気付き、自身の手術室イメージの
変化、多職種連携の重要性への気付き、清潔
で安全な手術室環境保持の必要性の再認識な
どの思いが読み取れた。手術の実際を目の当
たりにして学生が手術看護の意義を認識し、
そのことが手術室看護に対する関心を生み出
したと考える。手術看護を実際に見学して学
ぶことは知的好奇心を育み、学習意欲の向上
に繋がることが示唆された。
２．手術室実習満足度に影響する要因の検討
　今回の研究では、学生の手術室実習に対す
る満足度は概ね高く、その満足度は学びの深
まり、教員の指導、手術中の看護師の指導と
有意な相関が認められた。さらに満足度に影
響を与える要因として、手術中に看護実践経
験があった者に対しては手術中の看護師の指
導および学びの深まりが強く影響しているこ
とが明らかになった。学生は出血量の測定、
尿量測定、体位固定の介助等を多く経験して
おり、それらの援助を経験する際に看護師か
ら具体的な指導を受けられたことが、高い満
足度に結びついたと推測できる。手術終了ま
で見学した学生においては手術中の看護師の
指導および教員の指導が、切開手術群につい
ては学びの深まりおよび教員の指導が影響し
ていることが明らかになった。このことより、
教員、看護師双方が各々の指導的役割を果た
すことの重要性が示唆された。教員の関わり
として、手術前に実習に必要な学習内容の提
示や記録指導を行っていること、加えて手術
後に実習の振り返りを通して学生の理解状況
を確認する機会を意図的に設けていることは
有効であったと言える。看護師は、学生が実
習記録に挙げた学習目標を共有し、それが達
成できるように意識して見学の機会を設ける
ことや、学生が考えた患者の問題点について
看護師とともに観察するなど、主体的に実習
を受けられるように支援することが、学生の
学びを深め、実習満足度を高めると考えられ
る。
　なお、本研究においては、受け持ち患者か
否かによって手術室実習満足度や学びの深ま
りには関連は認められなかった。手術室実習
に対する満足感について、滝は受け持ち患者
の手術を見学した学生と受け持ち以外の患者
であった学生の満足度に差が無かった12）こ
とを報告している。一方、小澤らは手術室実
習の対象患者は受け持ち患者のほうが満足感
が高いこと、背景として術前から患者と関わ
ることで患者の疾患や手術への思いを理解し
ようと関心を持つこと13）が関係すると述べ
ている。本研究においては実習対象が受け持
ち患者かどうかではなく、術式などの実習状
況や教員および看護師の指導が、より実習満
足度に影響する要因となっていた。
　今回の調査では、手術室実習で困ったこと
があったとする学生が半数近く存在した。主
な内容は手術前には事前学習の内容、手術中
には自分の立ち位置や動き方や手術見学が最
後までできなかったこと、手術後には患者の
観察や看護計画立案についてであった。学生
が学習内容や看護計画・観察を困ったことと
して挙げるのは、手術を境に患者の身体的、
心理的状態が一変する14）ために患者の状態
に合わせた適時の学習が困難であることが背
景にある。手術室看護師が学生の目の前で起
きている手術の進行状況や看護師の役割、各
職種の業務内容と連携などを随時伝えること
で手術室実習における学習経験を意図的に言
語化15）することにより、学びを深めること
ができる。手術中の立ち位置を困りごとと感
じる学生に対しては、手術前のオリエンテー
ションで手術場面を想定した具体的な指導が
行われることで解消が期待できる。また、手
術終了まで見学できない学生の中には、体調
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不良のために見学を途中で断念した者も含ま
れる。手術室という未知の環境に足を踏み入
れることへの不安と緊張４）や、手術室で長
時間の立ち通しであることは体調不良に陥る
リスクを高める。教員と看護師は、より良い
状態で実習に臨めるよう、手術室実習に対す
る不安の軽減、体調管理などに取り組む必要
がある。実習満足度を高めるためには、学生
の困りごとにも着目して術前から術後を通し
て適時に指導を行うとともに、教員と看護師
が協力し、継続して学生を支援することが重
要である。
　周手術期看護を学ぶ学生にとって、手術室
実習は学びを深めるための貴重な学習の場で
ある。手術室で実際に手術による侵襲を目の
当たりにすることが、患者に及ぼす身体的・
心理的影響とその後の回復過程への援助につ
いて考える最大の機会となる。周手術期看護
学実習の指導においては、患者の術前から手
術、術後に至る一連の過程を継続して学べる
よう、学習を支援することが学生の手術室実
習満足度の向上に寄与すると考える。
３．研究の限界と今後の課題
　手術室実習の背景は実習内容、指導状況な
ど様々であり、また個々の学生の実習への準
備状態や興味の度合いは異なることから、本
研究の結果によって手術室実習全般を普遍化
するには限界がある。また、満足度を高める
要因について明らかにしてきたが、手術室内
で具体的に何を見学し何を学ぶことが満足度
への影響要因となるのかや、手術室実習の経
験による術後の看護実践への影響は明らかに
していない。しかし周手術期看護は手術終了
とともに終結するのではなく、術後、回復期、
退院後までを予測し、看護介入することが求
められる。今後は手術室実習での学びの状況、
理解度等に焦点をあて、より詳細な調査を行
う必要がある。さらに、周手術期看護教育の
一部である手術室実習を学習の契機として、
術後の看護実践に活かすための手術室実習の
より良いありかたについては検討を重ねてい
く余地がある。
Ⅴ　結論
　看護学生の手術室実習における実習満足度
とその影響要因を、学習状況および指導との
関連に着目して調査した結果、以下のことが
明らかになった。
１．手術室実習への評価は、実習状況別にみ
ると手術終了まで見学した学生の興味におい
て有意な差が認められ、また手術中の看護師
の指導への評価は切開手術群のほうが有意に
高かった。
２．学生の手術室実習に対する満足度は学び
の深まり、教員の指導、手術中の看護師の指
導と有意な相関が認められた。実習満足度に
影響を与える要因として、手術中に看護実践
経験をした学生においては手術中の看護師の
指導および学びの深まりが影響していた。手
術終了まで見学した学生には教員の指導およ
び手術中の看護師の指導が、切開手術群につ
いては学びの深まりおよび教員の指導が影響
していることが明らかになった。
３．手術室実習の満足度を高めるためには、
手術室看護師と教員による継続的な周手術期
看護教育が求められる。手術前の事前学習の
工夫、オリエンテーションの活用により手術
室実習の準備状態を高めることが重要である。
手術中は看護師が手術の進行状況や看護師の
役割、各職種の業務内容と連携などを随時伝
えることや、看護の実践経験により学生の理
解を深めることが満足度の向上につながる。
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